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心震えた一日  

文 化 的 行 事 委 員 会 

実行委員長 

１０月２６日（土）に行われた今年度の合唱コンクール。終わった瞬

間、やり切ったという達成感よりも七中生の合唱にただただ感動してい

た。歌の魅力は聴いている人たちに感動や元気を与えることができる、

また歌を歌うことでお互いの気持ちが一つになることだと思う。当日は

その歌の魅力をまさに体現する一日になった。 

七中に赴任して４年、今年度の合唱コンクールは実行委員長という 

立場で準備を進めてきた。第一回の実行委員会で、実行委員の生徒たちには「自分のことだけでなく、

クラス全体・学年全体・学校全体のことを見て自らすすんで行動できるように」という話をした。練習

期間中は、どのクラスも実行委員を中心に先の予定や計画を見通して行動し、互いに協力し合い声を掛

け合って、準備から片付けまでスムーズに行うことができていた。だからこそ限られた時間の中でも充

実した練習になったと思う。私自身昨年とは違い、クラスだけでなく学校全体を見て、動かしていくこ

とは大変なことばかりであったが、先生方を含め生徒皆さんの協力があったからこそ乗り越えることが

できた。実行委員の皆さん、そして実行委員に協力してくれた生徒の皆さん、本当にありがとう。 
 

さて、今年のスローガンは「想 ～ 届け 色鮮やかな Harmony ～」であった。私はこの合唱コンクー

ルを通して、様々な“想”に触れることができた。生徒一人一人の想い、クラスや学年の想い、歌詞や曲

に込められた作者の想い、先輩から後輩へ、後輩から先輩へ伝えた想い。練習中はもちろん、昼休みや

放課後にまで学校全体が毎日生徒の歌声であふれていた。振り返ると改めていい時間であったと思う。

当日は、学年合唱やクラス合唱を通してその想いが表現されていた。素晴らしいステージで堂々と歌う

姿、一つ一つの歌詞やソプラノ・アルトの美しい歌声とテノール・バスの力強い歌声がまとまって美し

いハーモニーとなり観客を魅了していた。私も久しぶりに感動を覚え、思わず涙が流れた。特に３年生

は、学年合唱の「大地讃頌」・各クラスの合唱ともに素晴らしい完成度で七中の最上級生にふさわしい 

合唱であった。間近で聴いていた１・2 年生は鳥肌が立った人も多かっ

たのではないだろうか。 

来年の合唱コンクールでは、２年生が七中の最上級生として、１年生

は中堅学年として再び ZERO ホールのステージに立つ。今年の３年生

のような合唱を、そして今年の３年生を超えていく合唱をつくってほし

いと思う。そのためには今年の合唱コンクールを通して学んだことを、

積み重ねてきた絆を、学年を越えて繋がれた想いを日常生活に還元して

いかなければならない。合唱コンクールを通して感じた七中生のパワー

をより良い学校にしていくための力に変えていけるよう、これからの日

常を大切に。頑張ろう七中生！そして素晴らしい合唱コンクールをあり

がとう！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

生徒の活躍  
 

中野区立中学校 連合文化発表会 

文化の日である１１月３日（日）、なかの ZERO ホールを会場に中

野区立中学校の生徒が、４部門（音楽、理科、英語、演劇）で発表を

する『連合文化発表会』が開催されました。 

「中野区生徒理科研究発表会」として行われた理科の部では、夏休

みの自由研究を発表し、中野区教育長賞（最優秀賞）として「東京都

中学校生徒理科研究発表会」に推薦されました。 

また、英語の部では２名の生徒が発表を行い、音楽の部では吹奏楽部による「おジャ魔女カーニバル!!」

「怪獣の花唄」の演奏により大ホールを大いに盛り上げていました。 
 

理科の部 生徒理科研究発表会 中野区教育長賞 ２年 

「 酵素の謎 ～ 酵素とタンパク質分解の解明 ～ 」 
 

英語の部 １年             「 The Next Generation of Airplane Seats 」  
       「 Why do I want to be able to speak English in this era 

of developing technologies such as AI ? 」 
 

中野区防災青年リーダー養成講座 

「地域の防災訓練に参加し、訓練の指導者として参加者のサポートを行う」ことを目的とした防災 

青年リーダー養成講座に野球部の部員が参加しています。野方消防署や防災危機管理課 地域防災係の 

協力を得て、初期消火訓練（スタンドパイプ、消火器訓練）や応急救護訓練、

資機材操作訓練などを８回にわたり行いました。 

これら訓練をもとに１１月２日に予定されていた「中野区初期消火機器 

操作大会」に出場予定でしたが、残念ながら雨天による中止となりました。

しかし、今年度は「中野区総合防災訓練」が１１月２４日（日）に第七中学

校での実施となり、参加者が体験する消火器やスタンドパイプ、ＡＥＤなど

の訓練補助で活躍をしていました。 

 

 

敢闘賞 Ｄ組 

金 賞 １年 A 組 

２年 C 組 

３年 A 組 

指揮者賞 

   １年  

   ２年  

   ３年         （敬称略） 


